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研 究 主 題

生徒の学習意欲を高め、[生 きる力]を は ぐくむ指導の工夫

研 究 副 主 題

生徒 自 らが考 え実践 する学習過程 の工夫 一 課題解決型の学習 を通 して 一

1主 題設定 につ いて

平成8年7月 に出され た中央教育審議会 の第一次答 申で は、来 る21世 紀の我が国の教 育 の在

り方 にっ いて、変化 の激 しい これか らの社会 において[ゆ とり]の 中で[生 きる力]を は ぐく

む ことを重視 している。 また、 この[生 きる力]を 「自分で課題 を見付 け、 自 ら学 び、 自 ら考

え、主体的 に判断 し、行動 し、 よ りよ く問題 を解決 す る資質 や能力」「自 らを律 しっっ 、他 人

とともに協調 し、他人 を思 いや る心 や感動 す る心 など、豊 かな人間性」 と し、 その基盤 として

の 「た くま しく生 きるための健康 や体力」 が不可欠 であ るとして い る。 この ことを踏 まえ、本

研究 を進 め るに当た り、保 健体育 と して、研究主題 を次 のよ うに とらえた。

1研 究主題設定 の理 由

今 日の生徒 の状況 を振 り返 ると、人 間関係 の希薄化等 か らのい じめ ・不登校 の問題 や、社会

規範意識 や思 いや りの心 の欠如 によ ると思 われ る薬物乱用 や性非行等の青少年問題の増加など、

生徒 の健 全育成 が大 きな社会 問題 とな ってい る。一方、生活 の利便化 や一人一人 の価値観 の多

様化 が進 む中、学校体育 にお いて も、 ここ数年 間の生徒 の体力 ・運動能 力 の低下 傾 向や、 「運

動好 きの体 育嫌 い」 といわれ るような体育離 れの傾 向が 目立 っな ど、生涯体育 ・スポー ッの基

礎づ くりといえ る学校期 の運動や スポー ツ活動 の状況 が問われ、生徒 の主体性 を生 か した体育

活動の改善 ・充実が求 め られて いる。 この ような生徒 の実態 と社会 の状況に鑑み、本研究では、

運動や スポーッが生活の一 部 とな ることを 目指 し、他 人 と協調 しなが ら、 自己の健康 や体 力の

課題 にっ いて、主体的 に解決で きる力いわ ゆる[生 きる力]を 備 えた生徒 の育成 が必要 であ る

と考え た。 また、 この[生 きる力〕 は、生徒の意欲 に支え られて はぐ くまれ るものであ り、 そ

の意欲 の高 ま りが、生徒 の運動欲求 に直接働 きか け、 自発的 ・自主的 な運動実践 を促 し、 さ ら

に、生活 の中に積極 的に運動 やスポーッを取 り入れていくものととらえ、本研究主題を設定 した。

2研 究副主題設定の理 由

生徒 の運動 に対す る意欲 の高 ま りを期待す るには、 まず、体育 学習 にお ける学 習意欲を高め

る ことが重要で あ り、そ のために、生徒一人一人が 自己に合 った課題を設定 し、 自 ら課題を解

決す るとい う課題解決型 の学習 を取 り入れ る必要があ る。

その課題解決型 の学習 と して、生徒 自 らが行 いたい種 目を選 び、課題を設定 し、課題を解決

す る選択制授業 や、生徒 自 らが課題 を把握 し、課題を解決 し、 まとめるという課題学習 などが

考 え られる。 このよ うな生徒 の主体的 な学習 を進 める上で は、「課題 の もち方 と解 決 の仕方 の

工夫」「学 習過程の工夫」 が大切 であ り、特 に、生徒 自らが学習計画 を立 て、 それを実 践 す る

とい う 「学習過程 の工夫」 が重要で あると考 えた。

以上 のように、生徒 自 らが考 え実践 する学 習過程 を工夫す ることが、生徒 の学習意 欲 を高 め、

生徒 の[生 きる力]を は ぐくむ ことにつなが ってい くものととらえ、本研究副主題 を設定 した。
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皿 研究のねらいと仮説

1研 究 のね らい

生徒一 人一人 が、 自己の興味 ・関心、能 力 ・適 性等 に応 じた学 習内容 ・方 法を選択 し、 自

らの課題 を解決 す るため に、学 習計 画を立 て、学 習資料等 を活 用 した学 習活 動を展開す るた

めの工夫 を研究 のね らい とす る。 また、研究 の主 な内容 は、 「課題 の もち方 と解決 の仕方 の

工夫』『学習過程 の工夫」 の2点 とす る。

2研 究 の仮説

(1)適 切 な課題 を もち、その課題 を工夫 しなが ら解決 してい くことは、生徒 の 自発的 ・自主

的な活動 を促 す ことにな る。

(2)生 徒 自らが学 習計 画を立 てた り、評価項 目を考え評価 した りす ることは、その運動 に対

す る課題 や学 習内容 ・方 法を工夫 す ることにな り、興 味 ・関心 を高 め、意 欲的 に学 習 に取

り組 むよ うにな る。(陸 上競技)

⑧ 調べ学 習を行 い知識 を深 め ることは、適切 な課題 を もっ ことにっなが る。 また、その課

題 の解決 のために実験 的な学 習を行 うことは、生徒 の主体 的な活動 を一層 高 めることにな

る。(体 育 に関す る知識)

皿 研究の方法

1「 陸上競技」 「体育 に関す る知識」領域 の2分 科会 を設定 し、研究 を進 めた。

2生 徒 の実態 をよ り的確 に把握 す るため に、体育学 習 に対 す る意識調査 をそれぞれの領域

に応 じて行 い、集計 ・分 析 ・考察 を行 った。

陸上競技(P5～6参 照)体 育 に関す る知識(P14～15参 照)

3教 科 ・保健体育 にお ける 「生 きる力」 の分析 と目指す生徒 像の形成 を行 った。

4各 分科会 ごとに、 それぞれの領域 の特性 を分 析 し、教材観 の共通 理解 を図 った。

5各 分科会 において、生徒 自 らが学 習計 画を立 て、それを実 践す る学 習過 程 の工夫を中心

に、「課題解決型 の学習」 にっ いて、次 のよ うに研究 を進 めた。

(1)学 習内容 の分析 と取 り扱 い、単元計 画の作 成 と実証授業

対象学年 「陸上競技」2年 「体育 に関す る知識」1年

(2)学 習資料、学習 ノー トの作成

(3)学 習を進 めてい くために必要 な評価 の研究

(4)教 師の働 きかけについての研究

6各 分科会 ごとに実証授業 を行 った。

7実 証授業 の結果 か ら、研究全体 を考察 し、今後 の課題 にっいて検討 した。
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四 研究の全体構想図

生 涯 体 育 ・ ス ポ ー ツ

i

[保 健 体 育 科 の 目 標
i

〈研究主題〉

「生徒の学習意欲を高め、〔生 きる力〕をはぐくむ指導の工夫」

1

〈研究副主題〉

「生徒 自らが考え実践する学習過程の工夫」 課題解決型の学習を通 して一

1

〈目指す生徒像〉

運動の楽 しさを 互いのよさを 健康や安全に気を付け 主体的に判断 し

味わえる生徒 高め合える生徒 体力の向上を図れる生徒 行動できる生徒

〈研究のねらい〉

生徒一人一人が、自己の興味 ・関心、能力 ・適性等に応 じた学習内容 ・方法を選択 し、自らの課題を解決す

るために、学習計画を立て、学習資料等を活用 した学習活動を展開するための工夫を研究のね らいとする。

1

〈研究の仮説〉

(1)適 切な課題をもち、その課題を工夫 しなが ら解決 していくことは、生徒の自発的 ・自主的な活動を促すご

とになる。

(2)生 徒自らが学習計画を立てたり、評価項目を考え評価 したりすることは、その運動に対する課題や学習内

容 ・方法を工夫することになり、興味 ・関心を高あ、意欲的に学習に取り組むようになる。(陸 上競技)

(3)調 べ 学習 を行 い知識 を深 め ることは、適切 な課題 を もっ ことにっ なが る。 また、その課題の解決の ために

実験的な学習を行 うことは、生徒の主体的な学習活動を一層高めることになる。(体育に関する知識)

1

〈研究の方法〉
・ア ンケー ト調査によ る生 徒の実態 把握

・単元計画の作成 と実証授業

・まとめと考察等

〈研究の内容〉

「陸上競技」 「体育に関する知識」

1課 題解決型の学習を取り入れた学習過程 1課 題解決型の学習を取り入れた学習過程

2オ リエ ンテー ションの充実 2課 題把握のための調べ学習

3種 目選択(走 ・跳か ら1種 目ずっ選択) 3グ ループによる課題解決のための実験的な学習と

4テ ィームテ ィーチ ングの導入、男女共習 によるグ その資料の工夫

ループ学習 4知 識理解の共有化を図るための発表会

5資 料やカー ドを活用 した課題の設定 と自己評価 5知 識理解の定着を図る学習ノー ト

6学 習資料、カー ドを活用 した学習計画の作成 6運 動実践につながる自己評価

1

〈期待される成果〉

(1}自 分や友達の健康 ・体力にっいて理解を深め、協力して学ぶことや互いに思いやる心を育てる

ことがで きる。

(2E 生涯にわたって、主体的に運動やスポーッに親 しむための知識や実践力をもっことができる。
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V研 究の内容

1陸 上競技

(1)意 識調査 の結果 と分析 ・考察

① 意識調査 について

ア 目 的 指導計画 を作成 す るに当た り、生徒 の陸上競技 に対す る興味 ・関心及 び

授業 に対 す る意識 を把握 す る。

イ 対 象 研究員所 属校 第2学 年男女生徒587名

② 意識調査 の結果

問1陸 上競技 が好 きか*好 きな理由

問2自 分で種 目を選 びたいか

競争に勝っところ

記録が伸びること

そ の 他

短距離走

リ レ ー

長距離走

障害走

走り幅跳び

走り高跳び

0 20406080100120140(人)

問3行 って み た い種 目 と そ の理 由

0 50 100 150 200

ぱしたいから

か ら

から

とがないから

250(人)

問4充 実感 や楽 しさを感 じる時

(人)

450

4ao

350

sao

250

2ao

150

100

50

0

AB

A

B

C

P

E

F

G

H

I

ほめ られた時

で きるよ うに なった時

体力がっいた時

記録が伸びた時

友達 と協 力 し合えた時

競争で勝 った時

力が発揮 で きた時

精一杯頑 張 った時

その他

CDE F G H 1
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問5練 習 方 法 に つ い て

(人)
250

200

150

100

50

0
す

べ
て
自
分
で
考

え

て

練
習

し
た
い

練
習
方
法

は
与

え

て
も

ら
う
が
、

一
部

は
自

分

の
考

え
で
練
習

し
た
い

与

え
ら
れ
た
通
り
の

練
習

を
し
た
い

口 男子

圏 女子

そ

の

他

運動育
体力差
あるかり

問6男 女共習 につ いて

分か らない22%

協力 し合え るか ら

お もしろい13%

やりづ らい

19%

恥ずか しいか ら

やりづ らい13%

のよさが

か るか ら

も しろい

13%

やり方を工夫すれば
おもしろい20%

③ 分 析

ア 陸 上 競 技 を 「好 き」 「や や好 き」 と答 え た生 徒 は、 合 計 して 、 男 子60%、 女 子51%

で あ り、 全体 で は、55%で あ る。 ま た、 好 き な理 由 と して は、 「記 録 が 伸 び る」 と答

え た 生 徒 が 最 も多 い。

イ 種 目 を 自分 で 選 ん で 学 習 した い と思 って い る生 徒 は65%で 、 選 択 した い種 目 は、 短

距 離 走 、 走 り幅 跳 び、 リレー、 走 り高 跳 び、 長 距 離 走 、 障 害 走 の順 で 多 い。 選 択 理 由

と して は、 「記 録 を伸 ば した い か ら」 が最 も多 い。 ま た、 練 習方 法 に っ い て は、 「一 部

は 自分 で 考 え た い」 と思 って い る生 徒 が 一 番 多 い。

ウ 陸 上 競 技 の 授 業 の 中で 、 充 実 感 や楽 しさ を感 じる時 は、 「記 録 が伸 び た と き」 「で き

る よ うに な っ た と き」 と答 えて い る生 徒 が 多 い。

工 男 女 共 習 に よ る授 業 につ いて は、46%の 生 徒 が 「や り方 を工 夫 す れ ば お も しろ い」

「協 力 し合 え るか らお も しろい 」 な ど肯 定 的 な と らえ方 を して い る。

④ 考 察

ア 生 徒 の大 半 が 、 陸 上 競 技 の種 目 を 自分 で 選 択 した い と思 って い る こと か ら、 選 択 制

授 業 を導 入 す る必 要 が あ る。

イ 生 徒 の大 半 が 、 練 習 方 法 の一 部 につ いて 自分 で計 画 、 実 践 して い く こ とを望 ん で い

る こ とか ら、 教 師 が支 援 を しな が ら生 徒 自 らが学 習 計 画 を立 て る よ うに工 夫 す る こ と

が 重 要 で あ る。

ウ 男 女 共 習 にっ い て は、 男 女 の運 動 能 力 ・体 力 差 は あ る もの の、 学 習 方 法 を工 夫 す る

こと に よ り、 互 い の よ さが 分 か り合 え る と い う点 か ら、 積 極 的 に取 り入 れ て い く こ と

が 望 ま しい。
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② 特 性

① 一 般 的 特 性

ア 陸 上 競 技 は、 走 る ・跳 ぶ ・投 げ る と い った運 動 の基 本 を なす 技 能 を 中心 に、 速 さや

距 離及 び高 さ を競 い合 う運 動 で あ る。

イ 陸 上 競 技 の学 習 は、 個 人 の体 力 や 能 力 に応 じて 結 果 が表 れ る の で、 自己 に合 った課

題 や練 習 内 容 を設 定 で き る。

ウ 種 目 と関 連 の深 い体 力 の要 素 の向 上 を図 る こと がで きる。

② 生 徒 か ら見 た特 性

ア 相 手 と競 争 した り、 記 録 を測 定 した りす る こと に よ り、 自 己 の能 力 の伸 長 を確 か め

る こ とが で き る。

イ 自己 の 記 録 が 向 上 した り、 今 まで で きなか った こ とが で きる よ うに な った り した と

きに 、運 動 の楽 しさや 喜 び を味 わ え る。

ウ 習得 した技 能 を 活 用 し、 記 録 に挑 戦 した り、 相 手 と競 争 した りす る こ とで楽 し さを

味 わ え る。

③ 学 習過 程 の 工 夫

① 自己 の 興 味 ・関 心 、 能 力 ・適 性 等 に合 った種 目を 選 択 で きる よ うにす るた め に、 走 種

目 「短 距 離 走 ・ リレー、 障 害 走 」 か ら1種 目、 跳 種 目 「走 り幅 跳 び、 走 り高 跳 び」 か ら

1種 目の 、2種 目を 選 択 し、 前 後 期 に分 けて 取 り組 む よ うにす る。

② 各 種 目に お いて 自己 に合 った課 題 や 評 価 項 目 の設 定 を行 い、 生 徒 自 らが学 習 計 画 を立

て 、学 習 内容 ・方 法 を 工 夫 し、 よ り主 体 的 な学 習 が で き る よ うにす る。 そ の た め に オ リ

エ ンテー シ ョ ンを 充 実 す る と と もに、 学 習 カ ー ド、 学 習 資 料 、VTRな ど を効 果 的 に活

用 す る。

③ 生 徒 一 人 一 人 に配 慮 し、 一 人 一 人 の学 習 状 況 に応 じ、 運 動 の特 性 に触 れ られ る よ うに

す るた めに、 今 もって い る力(「 ね らい1」)で 学 習 し、 そ の高 ま りか ら新 た な課 題 に挑 戦

す る(「 ね らい2」)と い う学 習 の流 れを基 本 とす る。 自 己 の課 題 を達 成 した生 徒 は、 高

ま った力 に応 じた学 習 に工 夫 を加 え た活 動 をその 時点 か ら行 う こと もで きるよ うに す る。

また、 男女 共 習 によ り、 互 いの よ さを認 あ合 い なが ら課 題 解 決 型 の学 習 を展 開 す る。

(4)課 題 の もち 方 と解 決 の 仕 方 の工 夫

① 生 徒 一 人一 人 が 、学 習 計 画 を学 習 資 料 を参 考 に しなが ら、 学 習 の進 あ方 や 学 習 内容 を

主 体 的 に組 み立 て られ る よ うにす る。

② 生 徒 一 人 一 人 の学 習 の 目標 を 明 確 に し、 学 習 カ ー ドを活 用 して 、 具 体 的 な課 題 を設 定

で き るよ う にす る。

③ 学 習 カー ドの評 価 項 目を 生 徒 自 らが 考 え 、 自己 評 価 が 意 欲 的 にで きる よ うに す る。

④ 教 師 の働 きか け

・テ ィー ム テ ィーチ ングの 利 点 を生 か し、 生 徒 の 課 題 に応 じる と と もに、 生 徒 の学 習 状

況 を把 握 で き る よ うな 場 の設 定 を 工 夫 す る。

・T1・T2は 、 常 に連 携 を と り、 学 習 内 容 を 把 握 し、 生 徒 の能 力 ・適 性 等 に応 じた適

切 な助 言 が で き る よ う にす る。

・学 習 の課 題 が っ か め て いな い生 徒 に対 して 、 予 め 用 意 した 「学 習課題 資 料」 を参考 に、

生 徒 一 人 一 人 の課 題 を 決 め られ る よ う に適 切 な助 言 をす る。
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・学 習カ ー ドの記入 につ いて は、各 自に適 した課題の設定 や学 習内容 ・方 法 にな ってい

るか、 自己評価 を生か して まとめ るよう助言 す る。

(5)評 価 の工夫

生徒 の自己評価 は、 自分 に対 する認識 を深 め、 その運 動 に対 す る新 たな課 題 や練 習方 法

を考える上 で重要 な活動 である。 さらに、学習過程 における確かな自己評価 を積 み重 ね機能

させ ることを通 して、運動 の楽 しさや喜 びを味 わい、意欲 的に学習 に取 り組 むようになる。

したが って、生 徒 自 らが、課題の設定状況、学 習内容 ・学 習方法の状況、 課題解決の状

況な どを より的確 に評価で きる能力を身 に付 ける必要が ある。 その ため、 「自分 に合 った

課題の設 定→課題解 決の ための学習計画 の立案→ 学習活動→ 自己評価→新たな課題の発見」

を一連 のサ イクルとと らえ、生徒が 自己評価を容易 に行え るよう、学 習 カー ドを次 のよ う

に工夫す る。

・学習 カー ドに、 自己評価欄 「今 日の 自分」を設定 し、毎時の授業の振 り返 りを行え るよ

うにす る。

・評価項 目に関 して は、個 々の生徒 によ り適 した評価活動がで きるよ うに、観点別 に重要

な項 目だ けを記載 し、 その他 の項 目は生徒 自 らが 自分 の状況や課題 にあった項 目を記入

で きるよ うにす る。

・評価項 目は、学習資料 「評価項 目の例」 を参考 に し、生徒が容易 に記入で きるよ うにす

るQ

(6)第2学 年 「陸上競技」単元計画(15時 間扱 い)

① 学習 のね らい

・自己の能力 ・適性等 に応 じた課題 を設定 し、学習資料 を活用 して課題解決 の方法 を工

夫 して 自 らの学習計画 を立 て られ る能力 を高 める。

・自己の課題 に応 じた評価 の内容 を自 ら設定す るなど、主体的 な評価活動が で きる能力

を高 める。

・自己や友達 の健康状態 や学習 の場 の安全 を確認 し、互 いに協力 して楽 しく学習活動 を

進 め、技能 の向上 を目指す態度 を身 に付 ける。

② 学習方法(男 女共習、 テ ィームテ ィーチ ングを取 り入 れた2種Ei選 択)

・走種 目 「短距離走 ・リレー、障害走」 か ら1種 目、跳躍種 目 「走 り幅跳 び、走 り高跳

び」か ら1種 目の、2種 目を選択 して学習す る。

・各 グループを4～6人 で構成 し、学習 を進 める。

段階 学 習1 学 習II

時間 123 45678 9 1011121314 15

項目

オ リエ ンテー シ ョン

・種 目の選択

・グル ープの決定

・自己の課題 を明確

にす る記録 の測定

〈 種 目1>

ね らい1に

応 じた活動 ..

ね らい2に

応 じた活動

ね らい3

・記録 に挑戦

した り、 競

い合 った り

して楽 しむ

〈種目2>

ねらい1に

応 じた活動.

ねらい2に

応 じた活動

ね らい3

・記録 に挑戦

したり、競

い合 った り

して楽 しむ

※毎時間 の 「まとめ」 の段階 で、次時 の学習計画 を立 て、学習の見通 しを明 らかにする。
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段 階 時間 学 習 内 容 ・ 学 習 活 動 教 師 の働 きか け

○ オ リエ ン テ ー シ ョ ン TL-T型

学 は 1

・種目の決定(短 距離走 ・リレーまたは障害走から1種 目、

走 り高跳びまたは走 り幅跳びから1種 目を選択する)

※種 目の決定のために、各種 目の試 しの運動を行 う。

・TLが 全体を掌握 し

指導する。

・グループの決定 ①短距離 ・リレー 一 走 り高跳 び ・学 習形 態 ・方法 にっ

習 じ S
②障害走 一 走 り幅跳び

③走 り幅跳び一 短距離走 ・リレー

いて理解できている

か確認する。

④走り高跳び一 障害走

1 め 3 。役割分担 ・資料の使い方 ・学習計画の立案

○課題を明確にするための記録の測定
・2種 目を測定 す る

ね らい1 今もっている自己の技能に応 じた力で陸上競技を楽 しみ、 T1:短 距 離 走 ・リ レー、

課題 に応 じた学習計画を立て、練習を工夫する。 障害走

な 4 ね らい2 新たな技能の習得に挑戦するとともに、高まった力に応 じ T2:走 り幅跳 び、走

た課題を解決するために、学習計画と練習を工夫する。 り高跳びを担当

S す る 。

01時 間 内 に 「ね らい1」 に応 じた活動を し、発展 させ 「ね らい2」 に

か 8
応 じた活動をする。
。カードの記入:自 己評価→課題の設定→次時の学習計画

・個々の技能に応 じた

課題が設定されてい

学 ・学習資料の活用:課 題を解決するための練習 るか助言する。

・記録 の測定 ・個々の課題が達成 さ

ま ねらい3i記 録に挑戦 したり、競い合ったりして陸上競技を楽 しむ。i れるために学習計画

が工夫されているか

と 9 ○記録会を実施する 指導 する。
・ルールの学習 ・役割分担 ・自己評価

め
・カ ー ドの 記 入

・のびのび と楽 しく主

習 体的な学習を行える

ね らい1 今 もっている自己の技能に応 じた力で陸上競技を楽 しみ、 よ うに助言 す る。

課題に応 じた学習計画を立て、練習を工夫する。
・グループ ごとに協力

な 10
ね らい2 新たな技能の習得に挑戦するとともに、高まった力に応 じ

た課題を解決するために、学習計画 と練習を工夫する。

し助言 しあえるよう

に指導する。
S
01時 間内に 「ねらい1」 に応 じた活動をし、発展させ 「ねらい2」 に ・各自の学習活動を自

皿 か 14 応 じた活動をする。 己評価させ、学習カー
・カー ドの記入:自 己評価→課題の設定→学習計画

ドが利用できている
・学習資料の活用:課 題を解決するための練習 か確認する。
・記録の測定

・自主的に安全点検を

ま ね らい3 記録に挑戦 したり、競い合ったりして陸上競技を楽 しむ。 i 行 い 、安全 にっ いて

と

め

15 ○記録会を実施する
・ルールの学習 ・役割分担 ・自己評価

の意識を高めるよう

助言する。

・カー ドの記入

・男女共習でグループ編成を行い、個人の違いを認あ合いなが ら課題の解決に向けて学習が進め

られ るよ うにす る。

単元計画作成 ・テ ィームテ ィーチ ングの導 入 によ り、主体的な学習を支援す る。

上の留意点 ・学 習カー ド、学 習資料 、VTRな どを効果的に活用 させ る。

・用具に関する安全点検を行い、場所の割り振りなど安全に対する意識を高める。
・学習過程を工夫 し、主体的な学習が円滑に行われるようにする。
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(7)実 証授業指導案(15時 間扱 いの6時 間 目)

① 本時 のね らい

・今 も って い る 自 己 の技 能 に応 じた力 で陸 上 競 技 を楽 しん だ り、 新 た な技 能 の習 得 に挑 一

・生徒 自らが課題 を設定 し、学習計画 を立 て る。学習資料 を活用 し学習内容 を工夫 しな

・友 達 や教 師 との コ ミュニ ケ ー シ ョンや助 言 を通 して 、 技 能 の向 上 を 目指 す 。

・陸上競技 の特性 を理解 した り、安全 に留意 した りしなが ら学習活動 を進 める。

② 本時 の展開

短 距 離 走 ・

用具 ・器具の準備、安全点検 ・グループごとに協力 し合い、用具を準備する。 ・自主的に安全点検を行う。

集合、整列、あいさっ ・グループごとに集合 し整列する。 ・元気にあいさっし学習への意識を高める。

出欠確認、健康観察 ・出欠と健康状態を確認する。

本時の流れの確認 ・前時に立てた学習計画を確認 し、学習の見通しをもっ。

・学習カードにより、各自の課題を確認する。

準備運動 ・グループごとにリーダーを中心に、種目に合った準備運動を工夫して行 う。

時間内にねらい1「 今もっている自己の技能に応じた力で陸上競技を楽 しみ、課題に応 じた練習を工夫する」活動をし、
一人一人の学習状況に応 じて

、ねらい2「 新たな技能の習得に挑戦するとともに、高まった力に応 じた課題を解決するた

めに練習を工夫する」に発展 した活動を行う。

・選択 した種目の学習計画を各自が立て、その計画に基づいて学習活動を進める。

。現在の自己の課題を明確にする。

・新たな自己の課題を把握する。

・学習資料を活用し、課題を解決するために学習内容を工夫 して学習する。

・記録を測定 し、自己の技能の確認をする。

〈予想される活動の例〉

・フォームづくり

大股走

腕振 り

30・ バ トンパ ス

分 そ の場 パ ス

歩 きパ ス

ジ ョギ ング で の パ ス

・200mリ レー計 測

〈予想 される活動の例〉

・抜 き足の練習

歩きハー ドル

横抜き走

・ス ター トの練 習

ク ラウ チ ン グス ター ト

・イ ン ター バ ル の確 認

6.5m,7m,7.5m

・50mハ ー ドル計 測

〈予想される活動の例〉

・助走の練習

短助走

中助走

全力助走

スター トの距離確認

・空中フォームの練習

そり跳びの練習

(跳び箱使用)

・そり跳びで計測

〈予想される活動の例〉

・はさみ跳びの練習

短助走(3歩 跳び)

・はさみ跳びで計測

・ベ リー ロー ル の空 中 フ ォー

ム の練 習

ハ ー ドル使 用

ま た ぎ越 し回 り

整理運動 ・グループごとに、使った部位を中心に整理運動を工夫 して行 う。

本時の反省と次時の課題の設定 ・学習カー ドに記入する。

・次時の課題を設定 し、学習計画を立てる。

集合、整列、本時の成果の発表と次時の予定

・本時の成果と次時のね らいにっいて確認する。

・互いの成果を認め合い、次時の課題と学習の進め方について確認する。

用具、器具の後片付け ・グループで使用 した用具、器具を中心に、安全に留意 し、協力 して行 う。

あいさっ ・健康状態にっいて確認 し、次時への期待を込めて元気よくあいさっする。

解散
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'〉戦 した り して
、 意 欲 的 に学 習 に取 り組 む。

/が ら
、 計 画 的 に学 習 し、 評 価 す る。

※評価 〔(関)関 心 ・意欲 ・態度、(思)思 考 ・判 断、(技)技 能、(知)知 識 ・理解

教 師 の 働 きか け ・留 意 点 評 価

形態 TlIT2 予想される生徒の評価項目の例 教 師

1積 極的に安全点検を行わせ、安全に対 ・安全に注意 しているか。(関) ・協力 し合い、健康や安全に留意 してい

する意識を高める。 ・友人と協力 して準備 しているか。(関) る か。(関)

2リ ーダーを中心に自主的に行動できる ・健康に留意 して活動をはじめているか。(関)

ようまとまりを図る。 ・進んで学習に取 り組んでいるか。(関)

T 3自 他の健康に留意させ、健康に対する
・自分に合った課題を把握 しているか。(思)

L
i

T

意識を高める。

4本 時の流れを説明 し、自己の学習計画

・資料を見て学習方法を工夫 しているか。(思)

型 を確認するよう助言する。

5学 習カードを活用 し、課題を確認する ・各自の課題が適切であるか。(思)

よう指示する。

6種 目に応 じた工夫がされているか巡回 ・種目の特性を理解 し、工夫 しているか。

し、 助 言 す る。 (思)
1

短距離走 。リレー、 走り幅跳び、走 り高

障害走を担当する。'跳 びを担当する。
1

7時 間内にねらい1「 今もっている自己

の力で陸上競技を楽 しみ、課題に応 じた

練習を工夫する」に応 じた活動を し、ね

らい2「 新たな技能習得に挑戦するとと

もに、高まった力に応 じた課題を解決す

るために練習を工夫する」に発展 した活

T
動が展開 し易いように指導 ・助言する。

-

ー

T

2

・個々の技能に応 じた課題が設定されてい

るか助言する。

・課題に合った学習をしているか。(思)

・新 しい課題を見付けられているか。(思)

・適切な課題を設定 し、学習内容を丁夫

しているか。(思)

型 ・個々の課題が達成されるために学習計画 ・資料を見て学習方法を工夫 しているか。(思) ・グループごとに協力 ・助言 し合って学

が工夫されているか助言する。 ・ル ー ルを 正 し く理 解 して い るか 。(知) 習 して い るか 。(関 ・思)

・学習資料やVTR機 器などを活用 し、練 ・記録を正 しく計測 しているか。(技) ・ね らい1に 応 じた活動をし、ねらい2

習の工夫や技能の向上にっいて助言 ・援 ・新 しい技能を身に付けているか。(技) に応 じた活動が展開 しているか。

助する。 ・記録を伸ばすことができているか。(技) (関 ・技)

・グループごとにまとまり
、各自の学習活 ・仲間と協力 して学習 しているか。(関) ・新 しい技能が身に付いているか。(技)

動 を自己評価させ学習カー ドが利用でき ・仲間と楽 しく学習 しているか。(関) ・自主的に安全点検をしているか。(思)

ているか確認する。 ・仲間の学習を見てアドバイスを しているか。

・自主的に安全点検を行い、安全について (思)

の意識を高めるよう助 言する。 ・健康 ・安全に注意 して学習 しているか。(関)

8リ ー ダーを中心に、使 った部位の運動 ・種目に合った運動を工夫 しているか。(思) ・次時の課題が設定 し、学習計画を立て

を工夫するよう助言する。 ・本時の評価を行い次時の課題が設定 し、学習 ているか。(思)

9学 習カー ドを活用し、本時の反省と評 計画を立てているか。(思) ・次時の意欲が高まっているか。(関)

T 価 が適切に行えるよう助言する。 ・次時への意欲が高まっているか。(関) ・互いに協力 し合っているか。(関)

L
I

T

10成 果にっいては全員で賞賛をおくる。

次時の学習の進め方について知 らせる。

・互いに協力 し合っているか。(関)

・自主的に行動しているか。(関)

型 11健 康状態を確認 し、本時の成果と次時

の期待を込めあいさっする。

12安 全に留意 し、協力、奉仕の大切さを

知 らせ る。
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(8)学 習 カ ー ド等

学 習 カ ー ド(例)

種 目 走 り高跳び

課

題

時間 月日 今 日の課題 各自が例を参考に記入 新 た な 課 題

例
月

日

・振り上げ足を高く上げて跳ぶ。

(はさみ跳び)

・ベリーロールの空中フォームを

身に付ける。

0 月

*「 今 日の課題」 の欄

は、学習 資料 の 「種 目

別学習課題」を参考に、

自分 に合 った課 題を記

入 す る。 「新たな課題」

は、1時 間の授 業の中

で、 さ らに新 しい課題

が見っか ったときに記

入す る。

今

日

の

自

分

観点 項 目 時間 O 0 0 ④ 0 総合

関心

意欲

態度

・進 んで学習 に取 り組 んでいる。
1

・健康 ・安全に注意して練習 している。

・グループで協力 している(例)

1

思考

判断

。自分に合った課題を見付けることができる。

●課題に合った練習をすることができる。(例)

*「 今 日の自分」の欄

の自己評価は、空欄に

学習資料の 「評価項 目

例」を参考に、自分の

状況や課題に合 った項

目を記入する。

よ くで き た ・ ・Aで き た ・ ・Bも う少 し ・ ・C

月 日
学 習 内 容

学習資料を参考に記入して下さい。
1

例
柔軟、 振り上げた足の ハードルを使った 工

力中姿勢と着地

月
補助運動 縮⇒

(はさみ跳び)

空中姿勢の縮⇒

(ベリーロール)

の縮⇒

日 5分 10分 5分 10分

0

1

月 ⇒ ⇒ ⇒

日
分 分 分 分

*学 習内容 の欄 は、

「陸上競技学習資料」

を参考に、自分の課題

を解決するたあの具体

的な学習内容を記入す

る。
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(9)本 時 の結 果 と考察

① 結 果

・生 徒 が 主体 的 に種 目選 択 す る こ と に よ り、 自発 的 ・自主 的 な運 動 の取 り組 み がで きた。

・オ リエ ンテ ー シ ョ ン時 に、 各 種 目 の試 しの運 動 を行 った り、 記 録 の測 定 を行 った り し

た こ と に よ り、 生 徒 一 人 一 人 の課 題 が 明 らか に な った。

・オ リエ ンテ ー シ ョ ンを充 実 す る こ とで 、 生 徒 が 計 画 的 に学 習 に取 り組 ん で い く見 通 し

を もっ こ とが で き た。

・学 習 資 料 を例 示 した こ とに よ り、 生 徒 自 らが 課 題 を設 定 し、 解 決 す るた め の学 習 内容

を 工 夫 す る こ とに役 立 った。

・評 価 項 目 を 自 ら設 定 し、 自 己評 価 を行 う こ とに よ り、 課 題 解 決 型 の学 習 が意 欲 的 に取

り組 む こ とが で きた。

・テ ィー ム テ ィー チ ン グの導 入 に よ り、 生 徒 一 人 一 人 へ の教 師 の働 きか け が充 実 し、 よ

り安 全 面 に留 意 した指 導 が で きた。 ま た、 男 女 共 習 の グル ー プ学 習 の形 態 は、互 い に

ア ドバ イ ス し合 い な が ら学 習 し、 課 題 解 決 へ の取 組 が協 力 的 に で きた。

・VTRの 活 用 に よ り、 生 徒 の興 味 ・関心 を 引 き出 す こ とが で き、 技 能 の 向上 に役 立 っ

た。

② 考 察

・オ リエ ンテ ー シ ョンの もち方 を工 夫 し、 学 習 へ の動 機 付 けを重 視 す る。 ま た 、 「ね ら

い1』 か ら 「ね らい2」 に発 展 して い く上 で 、 自分 の課 題 を 明確 に し、 どの よ うに し

た ら課 題 が解 決 で き るか な ど、 学 習 の仕 方 を身 に付 け る指 導 が重 要 で あ る。

・選 択 す る種 目 は、 生 徒 の興 味 ・関心 や能 力 ・適 性等 に応 じて 決 定 す る こ と に よ り学 習

意 欲 が高 ま る。 また 、選 択 した 種 目内 の グル ー プ編 成 につ い て は、 毎 時 間 の生 徒 一 人

一 人 の課 題 別 に グル ー プを編 成 す る こ と に よ り、 効果 的 な 学 習 を 展 開 す る こ とが で き

る。

・男 女 共 習 の学 習形 態 は、 そ れ ぞ れ の 特 性 や能 力 の 違 いを 考 慮 す る必 要 が あ る。 そ の た

め に は 、 互 い の よ さを認 め 、教 え 合 う雰 囲 気 を 醸 成 す る と と もに、 明 確 な役 割 分 担 を

す る こ とが大 切 で あ る。

・学 習 資料 は、生 徒 が 学 習 計 画 を 立 て る た めの 資 料 と な る。 そ の た め に は、 生 徒 が見 て

分 か り易 い もの で な けれ ば な らな い。 目標 、 課 題 、 練 習 方 法 が明確 にな る よ うな内容、

形 式 の 工 夫 が 必 要 で あ る。 ま た、 学 習 計 画 を 立 て る上 で 、 基 本 的 な学 習 パ ター ンを示

す こ と も必 要 で あ る。

・学 習 カ ー ドは、 内 容 をで き るだ け簡 素 化 し、 短 時 間 で 記 入 で き るよ うな工 夫 が必 要 で

あ る。
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2体 育 に関 する知識

(1)意 識調査 の結果 と分 析 ・考察

① 意識調査 にっいて

ア 目 的 指導 計画を作成 す るに当た り、体力 や運動 に関す る意識 を把握 す る。

イ 対 象 研究 員所属校 第1学 年628名 第2学 年636名

② 意識調 査の結果 と分析

問1体 を動 かす ことが好 きか

(13.1%)

1iti:

ア好き イ嫌い ウその他

問2体 力が あると思 うか

オ
エ{2.?%)ア

(3L5覧)

ox>

アある イ少 し ウあまり エない オ その他

※ 問1～3の 円 グ ラ フは外 側 が1年 、 内側 が2年

〈分析〉

・その他 の中に は 「種 目によ っては好 き」 と

答 えて いる生徒 も多 く、 それ らを合 わせ る

と約80%の 生徒 が好 きと回答 してい る。

・体 力があ ると思 ってい る生徒 は約15%に 満

たない。

・約70%以 上 の生徒 が体力 の向上 に興 味を示

してい る。

問3体 力を向上 させ る方法を知 りたいか

ウ

(4.0%)

ア

(70.sx)

ア

(75.5%)

ア思 う イ思 わな い ウそ の他

問4体 育に関する知識の項目で知 りたいものは(複 数回答可)

1年2年

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

。loo鋤 鋤 伽 肥Oloo㎜ 謝400距

〈 分 析 〉 ・運 動 の 特 性 と練 習 を 選 ん だ 生 徒 が1年 生 で 約65%、2年 生 で 約70%で あ る。
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問5

細

,,

蜘

謝

㎜

m

運 動が楽 しいと感 じるときは(複 数回答可)

1年
600

イ ウ オ カ キ ク ケ

500

姻

謝

珈

m

0

2年

で …
..き ・

な .

い 2 運
も一
の
.一._÷__ 一 曹 ・ 曹冒 曹 -"上 一曹 ・一一蔓 一 動

甲一後9曹 一,,一 一 一 一

部
で一 唇

る
よ

;

し

一一f-一

手
に

一'馨一一↓-

a-ー
う

一_と,一

引曜

卍
裡

た
と一一お「幽一

り

■に1

に
気

レー一持 一一

ち

訟

--r-一 一 一

・・ う

に
な

_つ
た
と
倉

醒
珊i
愈 ・

罐
■ 飛

辺
澗し

た
r
幽

_駅 「

踊
一 ρ.

と魍

t.

r
幽

■ 嘗 一 一,冒

そ
一一・の トー

他

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ

〈 分析 〉 ・アや カな ど成 就感 を味 わ うよ うな もの に約70%以 上 の生 徒 が楽 しい と感 じて い る。

問6学 校以外 で運動 を して いるか

(34.996

(i2.zx)

1年

工(1
.、畿 碗 ア(10.5%)

41.1%)

(24.1%)

2年

(33.1%)

〈分析〉 ・学校以外 での運動 は2年 生 よ りも1年 生 の方 が比 率が高 い。

・運動 を していない とい う生徒 が2年 生 は1年 生 の2倍 にな ってい る。

③ 考 察

ア 体 を動 か す こ とは好 き(問1)だ が、 体 力 は 「あ る」 「少 しあ る」 で 、 約50%を こ

え る に と ど ま り、 全 体 と して、 自信 の な い傾 向 が うか が え る(問2)。 ま た 、 体 力 を

向 上 させ る方 法 を知 りた が って い る(問3)と い う こ とが読 み とれ る。 さ ら に、 そ の

傾 向 が2年 生 よ り も1年 生 の方 が顕 著 で あ る。 した が って、 欲 求 の高 い1年 生 の う ち

に生 徒 の よ り主 体 的 な学 習 内 容 ・方 法 を工 夫 す る必 要 が あ る。

イ 問4の 結 果 か ら 「運 動 の特 性 と練 習 」 を知 りた い とい う生 徒 が一 番 多 い。 この こ と

か ら自分 た ち の行 って い る ス ポ ー ッや興 味 の あ る運 動 や ス ポ ー ッか ら課 題 を設 定 して

い くこ とが 考 え られ る。

ウ 問5の 結 果 か ら、 「で きな い もの が で き るよ う にな った と き」、 「記 録 な ど を達 成 し

た と き」、 「勝 っ た と き」 な ど、 自 己 の課 題 が 解 決 で きた とき な どに運 動 の楽 しさを感

じて い る。 この こ とか ら生 徒 の主 体 的 な学 習 と して の課 題 解 決 型 の学 習 を一 層 工 夫 し

て い く必 要 が あ る。 さ らに 「友 達 との協 力 」 を あ げ て い る生 徒 が多 く、 グル ー プ学 習

を 取 り入 れ て い く必 要 が 考 え られ る。

工 問6の 結 果 か らは、 学 年 が 進 む にっ れ 、 校 外 で は あ ま り運 動 を して い な い とい う状

況 が 浮 か び上 が って い る。
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② 教材観等

「体育 に関す る知識」 とは、運動 にかかわ りのある器官 の働 き、運動技能の発揮 ・向上

と意欲 などの心 の働 き、運動 の効果、体力測定 とその結果 を活用す る方法、運動 の特性 と

練習 に関す る一般原則 や安全 などを内容 としている。 これ らの内容 を学習す るこ とによ り

運動 に対す る意欲 や態度 を向上 させ るとともに、生涯 にわた って 自分 の健康 を自 らの手で

っ くりあげよ うとす る生涯体育 ・スポー ッの姿へ と発展 させ ることにっ なが る。

ア 「体育 に関 す る知識」 を学習 す ることで、運動 に関す る知識 を身 に付 け、現在及 び将

来 にわた って、主体 的に運動 に親 しみ、運動技能 を高 め ることがで きるよ うにな る。

イ 「運動 と心身 の働 き」 で は、 日常生活 で体 を動 か した り、激 しい運動が なぜ で きるの

かを科学 的に理解 す る。

ウ 「運動 と心身 の働 き」 で は、運動 と体力 との関係 や 日常生活 におけ る運動習慣 の必要

性 を理解 す る。 また、運動 を計画 的に実践 す ることは、体力 の向上 に役立 っ とと もに、

運動 の楽 しさや喜びを味わ い、精神 的な ス トレス解 消な ど、心 の健康 に もっなが ること

を理解 す る。

エ 「体 力の測定 と運動 の練習」 で は、 自分 の体力 にっいて関心 を もち、積極 的 に体 力を

維 持 した り、高 めた りす る態度 を育 て る。 また、運動 す るときの行動 の仕方 や計 画の立

て方な どを理解 し、各 種 の運動 の特 性を知 る。

☆ 「運動 と心 身 の働 き」 の教材 について

中学 生 は、体力が著 しく向上す る時期であ り、「運動 と心身 の働 き」 を学習 す る中で、

各器官の働 き、 しくみ などを理解す ることによ り、運動実践 に役立っ。 また、体育実技

及 び保健分野 との学習 に発展 させ ることがで きる。

ア 運動の しくみの中で①運動を力強 く、速 くす る しくみ②運 動を持続す る しくみ③運

動を調整す る しくみの3っ 柱 を中心 に、生徒が主体的 に様々な資料 などを用 いて調べ

る学習や発表会等 を通 して、知識の共有化を図 るなど、 自発的 ・自主的 な学習が展開

で きる。

イ 生徒が確か めたい運動 の基本動作 を課題 と して設定 し、実際 に体 を動か し、様 々な

器具 ・用具 を用 いて、実験的 な学習 を行い、疑問や課題を科学的に解決す ることによっ

て、運動実践 に新 たな課題 を もち、意欲的 な学習活動 に発展 させ る ことがで きる。

(3)単 元 の取扱 い

ア 「運動 と心身 の働 き」 の単元 を第1学 年で行 い、7時 間扱 いとす る。

イ 運動 の しくみを理解 し、運動 に関す る知識 を身 に付 ける ことが、運動 を実践 す る上 で

重要で あるとい う観点か ら第1学 年 の早 い時期 に取 り扱 う。

ウ 第2学 年で の 「体力 の測定 と運動 の練習」 にっ なげ、 さ らに 「体育 に関す る知識」 を

深 める学習 に発展 させ るよ う取 り扱 う。
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(4)学 習 過 程 の工 夫

① 課 題 の把 握 ・課 題 の解 決 ・ま とめ とい う学 習 活 動 の段 階 に応 じて、 生 徒 一 人 一 人 の興

味 ・関 心 に基 づ い た課 題 を設 定 で き るよ うに工 夫 す る。

② 学 習 の進 め方 の工 夫

ア 学 習 活 動1(調 べ学 習)

生 徒 自 らが調 べ る とい う活 動 を通 して学 習 す る方 法 で あ る。

・ 「人 は な ぜ運 動 す る の だ ろ うか」 「運 動 に は どん な効 果 が あ る の だ ろ うか 」 等 の発

問 に よ り、 生 徒 の興 味 ・関心 を 引 き出 す。

・3つ の運 動 の し くみ(① 運 動 を力 強 く
、 速 くす る しくみ ② 運 動 を持 続 す る し くみ

③ 運 動 を調 整 す る し くみ)か ら、 グル ー プ で1っ の しくみ を選 び調 べ る。 また 、心

の は た ら きに っ い て もそ の関 連 を調 べ る。

・グ ル ー プ で調 べ た こ とを発 表 し、 知 識 の共 有 化 を図 る。

イ 学 習 活 動 ∬(実 験 的 な学 習)

基 本 的 な動 作 か らそ の動 きの し くみ を考 え、 学 習 活 動1で 得 た知 識 を も と に仮 説 を

立 て 、 そ の仮 説 に つ い て実 験 で確 か め て い く学 習 方 法 で あ る。

・各 自 が興 味 ・関 心 の あ る基 本 的 な動 作 を選 び、 課 題 と して設 定 す る。

・同 じ基 本 的 な動 作 を選 ん だ3～5人 の グル ー プ で運 動 の しくみ との 関係 を 考 え 、仮

説 を立 て る。

・仮 説 を確 か め る方 法 を考 え、 実 験 を して確 か め る。

・結 果 を ま とめ、 発 表 会 で発 表 す る。

学 習 活 動1 学 習 活 動II

〔課題の把握〕

(気付 く)

〔課題の解決〕

(思考 し判断 して行動する)

〔ま とめ〕

(表現 し、理解 す る)

調べ る学習 実験的な学習 まとめの学習

発問

(調べて発表) 難難 響
発表 ・まとめ

一般化(共 有)

※調べ学習 ではOHCや 学習 ノー トな どを活用 す る。実験 的な学 習で は、用具 ・器具 の使

い方、配置 などを工夫 し、生徒 が安全 にかっ効果 的に学 習で きるようにす る。
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⑤ 課題の もち方 と解 決 の仕方の工夫

知識 ・理解 を深 めるために、生徒 自 らが課題 に気付 き、調 べた り、考 えた り しなが ら課

題 を解決で きるように、次の2っ の視点 か ら学 習内容 ・方法 を工夫 す る。

① 課題の もち方 の工夫

ア 生 徒の興 味 ・関心 を引 き出す発 問を取 り入 れ、 それを もとに体 の動 くしくみな どに

つ いて調べ学習を行 うことにより、生徒 自 らが 自分 の体 にっいての課題 に気付 くこと

がで きるよ うに工夫す る。

イ 学 習活動1を もとに、 生徒一人一人 が確 かめたい動 きな どにっ いて実験 的な学習 を

行え るよう教材 ・教 具を配慮 す るな ど、課題 の解決 が円滑 に図 れるよ う工夫 す る。

② 課題の解決 の仕 方の工夫

ア 生徒 が主 体的 に課題 の解決 をす るため に、使 いやすい学習 ノー トや学習資料 にな る

よ う工夫す る。

イ 発表会を通 じて知識 の共有化 を図 り、課題 を解決 す るための情 報 収集 に役 立 て る。

ウ 実験 的な学 習の 自己評 価で は、技能 にっいての評価 は行 わず、 関 心 ・意欲 ・態 度、

思考 ・判 断な どにっ いて評価 す るよ うに工夫 す る。

⑥ 教 師の働 きかけ

生 徒が課題 を解決 す るための実験 的な学 習が円滑 に行 え るよ う、次の5項 目に留意する。

① 安 全指導

実験 的な学 習 にお いて は実習場所 が複数箇所 にな るため、場 の設定 を図示 した ものを

用意す るとともに、器具 の安全 な使用方法 について説 明を行 い、安全面 に配慮す る。

② 実験 内容

学 習資料 の活用 を図 るとともに、生徒 の発想 を大切 に しなが ら、実験 の内容 が課題 に

正 対 して取 り組 んでい るかを助言 す る。

③ 役割分担

実験 を進 め るにあた り、計測等 の役割分担(実 験者 ・測定者 ・記録者)を 明確 にする。

④ 実験前 の知識確認

課題 の明確化 を図 るたあに、調 べ学習 で身 に付 けた知識 を確認 し、 それを実験 的な学

習に生 かせ るよ うに運動 の しくみにっ いての発問 をす る。

⑤ 実験方法 についての助言

生徒 の活動 に対 して、肯定 的な言葉か けや賞賛 をす る ことによ り、課題 を確か め るた

めの学習 が意欲 的に行 え るよ うに配慮す る。

(7)第1学 年 体 育 に 関 す る知 識 「運 動 と心 身 の働 き」 単 元 計 画(7時 間 扱 い)

① 学 習 の ね らい

・調 べ学 習 を通 して、 運 動 に か か わ りの あ る器 官 の働 き や、 運 動 の発 現 ・持 続 ・調 整 に

お け る心 の働 きに つ い て理 解 を深 め る。

・運 動 の し くみ につ い て知 識 を実 験 的 に確 か め る こと に よ り知 識 を深 め る
。
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・生徒 自 らが考えた実験的 な学 習の取組 により、知識 を生 かす楽 しさや喜 びを味 わ い、

学 習意欲を高め、課題を解決す る能力を養 う。

・グルー プで取 り組 む授業を通 し、友達 と助 け合 い、協 力 し合 う態度 を養 う。

② 学習 の方法(男 女 共習)

[学 習活動1]運 動 の しくみ につ いて調べ学 習を行 い、理解 す る。

[学習活動II]知 識 を生か して実 験的 に課題 を解決 し、 まとめ る。

学 習 活 動1 学 習 活 動II

時間 123(発 表会) 456 7(発 表会)

項

目

運動 のしくみを調べ る学習

(調べ学習)

運動の しくみを確か める学習

(実験的な学習)
ま と め

段 階 時聞 学 習 内 容 ・ 活 動 教 師 の 働 き か け

学

習

活

動

1

は

じ

め

1

2

3

0学 習の見通 しをもっ。

0自 己の運動体験を整理する。

0担 当 した運動のしくみの観点(課 題)に つ

いて生活グループで調べる。

○調べ学習で分かったことを発表する。

[教室または特別教室での学習]

○[発 問コ

「人はなぜ運動をするのか」

0グ ループで協力 して課題を解決す ること

の意義について説明する。

O運 動と心の働きの関係 も調べ るよう助言

する。

学

習

活

動

H

な

か

4

S

6

0運 動に関する基本的な動作を整理する。

0自 分が確かめたい運動の基本的な動作とし

くみを選び、課題を明確にする。

課題の選択の手順と選択劇

0課 題の選択の方法について、助言する。

運動能力を高めたいという 「欲求の充足」

か らの選択

自分に必要だと感 じている 「必要の充足」

か らの選択

O課 題の解決の方法について、助言する。

個人で解決方法を考え、互いに助け合い、

協力 し合いなが ら解決する方法

グループで解決方法を考え役割分担をし

て解決する方法 等

○学習資料を活用 し、試行錯誤のある実験

をするよう、助言する。

○自己評価を生かす方法にっいて、説明す

る。

①運動の基本的な動作か ら一選択

(例/走 る、跳ぶ、投げるなど)

②運動のしくみの観点か らの選択

(複数選択可)

運動のしくみの観点

A運 動を力強 く、速 くするためのしくみ

B運 動を持続するしくみ

C運 動を調整するしくみ

○運動の基本的な動作別グループ編成をする。

(3～5人 のグループ)

○運動の基本的な動作の しくみを調べる。

○運動の基本的な動作の しくみを確かめる方

法(実 験的な学習の進め方)を 考える。

○実験的な学習を行う。

○自己評価をする。

[体育館または校庭での学習]

ま

と

め

7

○実験的な学習の成果を発表する。

○課題を解決する過程で分かったことや新た

な疑問や課題を整理する。

(学習ノートのまとめと自己評価)

[教室または特別教室での学習]

○代表のグループを選ぶ。

0学 習の成果を今後の生活でどのように生

かすかを考えて、まとめるよう助言する。
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O

I

(8)実 証授業指導案(7時 間扱 いの5時 間 目)

① 本時 のね らい
・身体 の動 くしくみを実験 的な学 習を通 して確 かめ る。

・グループ ごとに実験 を行 い、課題 を解決 す る方法 を理解 す る。

② 本時 の展開
※ 教(教 師)・ 生(生 徒)

〔(関)関 心 。意欲 ・態度 、(思)思 考 ・判断、(知)知 識 ・理解〕

段階 学 習 内 容 。 学 習 活 動 教 師 の 働 き か け ・留 意 点 評 価

は
1集 合、整列、あい さつ ・グループ ごとに集合す るよ う

、 リーダーに指示す る。 教 ・実験の目的と運動のしくみの関連を意識 して課題

じ 2出 欠確認、健康観察
・カー ドを使い、前時の活動 と関連 させて、本時の流 を確認 しているか。(思)

め 3本 時の流れの確認 れをっかませ る。 生 ・自分 のグループの課題 を強 く意識 しているか。

8 4各 グループの課題の確認
・自分の グループの課題 と活動場所を確認す る。 (思)

分 カー ドに記人する

5グ ループによる実験 的な学習(学 習 ノー トを使 って)

・課題、予想、実験方 法の確認 ・実験 ・評価、感想
・用具等の準備 ・実験結果の整理 ・用具等の片付け

① 運動を力強 く、速 くするための しくみ ② 運動を持続するためのしくみ ③ 運動を調整するためのしくみ

～予想される活動例～ ～予想される活動例～ ～予想される活動例～

な

ア 〈 走る〉

短距離走 はどこの筋 肉を使 っているか。

↓

腕 や足に紙 テープを貼り、50M走 を走 っ
てみる。

↓

紙 テープの状態 により、筋 肉の伸 び縮
みを調 べる。(ビ デオに撮 ってみる)

ア 〈走 る〉

走る時の心臓の働 きを確かめ る。

↓

血圧を測定する。
3分 間走を行 う。

↓

走 った後に血圧 を測定 し、 血 圧値 を

比較 してみる。

ア 〈走 る〉

走 り方 を、 いろいろ変 えて走ってみる。

↓

ふっ うに走 る。手 を振 らないで走 る。

膝 を曲 げないで走 る。後 ろ向きで走 る。

↓

それ ぞれ50M走 のタイムをとり、比 較

して統計 をとる。

・積極的に話 し合 うよ うに指示す る。
・学習資料を活用するよ う助言す る。
・話 し合いが うま く進んでいるか、巡回す る。
・話 し合いに入 り助言する。
・課題 に正対 した実験を してい るか。
・用具や器具の使用について補助す る。
・グループの全員が実験するよ うに助言す る。
・実験中に気付いた ことを積極的に発言す るように促

す。

教 ・実験方法を工夫 し、結果 を予想 しているか。

(思)

生 ・グル ープの人 たちと協力 しているか。

(関)

教 ・互 いの意見 を尊重 し、協力 して実験 しているか。

(関)

教 ・用具や器具 の準備、片付 けを全 員で行 い、安全 に

実験 して いるか。(関)

生 ・自ら進んで活動 しているか。(関)
イ 〈跳ぶ〉 イ 〈跳ぶ〉 イ 〈跳ぶ〉 ・安全に行 うよ うに指示す る。 教 ・結果 にっ いてグループで話 し合 い、学 習ノー トに
高 く跳ぶときの、筋肉や関節の使われ リズムにあわせて 、 ど の く らい持 続 タイ ミングを変 えて、跳 ぶ方法 を確 か ・小 さなことで も、気付いた こと、考えた ことを学習 まとめているか。(知)
方 を確 かめる。 して跳べるか確かめる。 め る。 ノー トに記入させる。 生 ・実験 の結果 を予測 しているか。(思)
↓ 1 ↓ ・実験の結果が課題の解決になったか評価できるよう 生 ・実験方法 を工夫 しているか。(思)

足 ・腕 の筋 肉や関節 にテープを貼 り、 メ トロノームの リズ ムに合 わせ て、 バ レーボールのスパイクの助走 を1拍
助言 する。

垂 直跳 びを してみ る。 縄跳 びをする。 子、2拍 子、3拍 子 ……タイ ミングを ・グループで協力 して行えるよ う助 言す る。

↓ 1 変えて、打 ってみ る。

筋肉の紙テープの状態や関節を固定 し 何秒間跳べたか、それぞれ測定する。 ↓

て高 さを測定 してみる。 それぞれの高 さやタイ ミングを確かめる。
か ウ 〈投げる〉 ウ 〈投げる〉 ウ 〈投げる〉

野球 ボールを遠 くへ投 げる時 の筋 肉の バスケ ットボ ールを連 続 で投 げ た後 野球の ボール を正確 に投 げるコツを確

使 われ方 を確 かめる。

↓

肩 や腕 に紙 テープを巻 き、角度(斜 め

の呼吸 の状態 を確 かめる。

1
1回 だけチェス トパスする。

かめ る。

↓

踏み込む足を変え る、「気 を付 け」 を
.ヒ水 乎、斜 め下)を 変えて投げてみる。

↓
それぞれの投 げた距離 と紙 テープの状

10回連続 チェス トパスする。

1
それぞれパスの後 に ふ うせん をふ く

す る、肘を曲げ ない、片 目を閉 じる。

↓
それぞれの方法で正確 にボールを投 げ

態 を調 べてみ る。 らませて大 きさを比較 してみる。 られ るか確かめ る。

エ 〈 シュー トを うっ〉 エ 〈持つ〉 エ 〈歩く〉
バ スケ ットボールの シュー トをす ると 重たい物を長い時間持ち、心臓の働 平均台で歩 くバ ランス感覚を調べ る。
きの筋肉 ・関節を調べ る。 きを確 かめる。 ↓

↓ ↓ 片目を閉 じる。

肘 を曲げな い、膝を曲げ ない、 手首 を 机など重い物を3分 程度同じ体勢で 手を横に広げない。

使わ ないで シュー トを してみ る。

↓
それ ぞれ、5本 ずっ シュー トして確率

持 つ。

↓

体 温、脈拍 を計 る。

3回 その場で回 る。

↓
それぞれ平均台を歩いた タイムを測定

を集計 してみ る。(肘 、膝、手首を使っ 重い物を持っ前と比較する。 し、統計を とる。
た場合と比較する)

i

ま 6報 告 ・グループごとに集合 し、実験経過 を報告 する。 生 ・実験の結果の内容や結果と関連のある他の運動や

と
カー ドに記人す る ・特 に、実験が途中 のグループにっいて、次 時へのつ スポー ツを記入 してい るか。(知)

7集 合、整列 なが りを確認す る。 教 ・実験の内容や結果が他の スポー ツに生かせ るよう
め 次時の確認 ・実験的な学習にっいて評価し、次時の予定を知らせ に考えているか。(知)
7 8ノ ー ト提出 る。

分 9あ いさっ、解散 ・健康状態を確認する。

「
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(9)学 習資料

① 実験的 な学習 の資料(例)

し

く

み

を

確

か

め

る

方

法

活

動

例

ヒ

ン

ト

① 運動を力強く、速くするための しくみ

ア 〈走る〉

短距離走はどこの筋肉を使っているかQ

↓

腕や足に紙テープを貼り、50M走 を走っ

てみる。

/

紙テープの状態により、筋肉の伸び縮

みを調べる。(ビ デオに撮ってみる)

イ 〈跳ぶ〉

高 く跳ぶときの、筋肉や関節の使われ

方を確かめる。

1

足 ・腕の筋肉や関節にテープを貼 り、

垂直跳びを してみる。

1

筋肉の紙テープの状態や関節を固定 し

て高さを測定 してみる。

u〃

ウ 〈投げる〉

野球ボールを遠 くへ投げる時の筋肉の

使われ方を確かめる。

1

肩や腕に紙テープを巻き、角度(斜 め

上水平、斜め下)を 変えて投げてみる。

1

それぞれの投げた距離と紙テープの状

態を調べてみる。

エ 〈 シ ュ ー トを うっ 〉

バ ス ケ ッ トボ ール の シ ュ ー トを す る と

きの 筋 肉 ・関 節 を 調 べ る。

1

肘 を 曲 げな い、 膝 を 曲 げ な い、 手 首 を

使 わ な いで シ ュ ー トを して み る。

↓

それ ぞ れ 、5本 ず っ シ ュ ー ト して 確 率

を集 計 して み る。(肘 、膝 、手首 を使 っ

た場 合 と比 較 す る)

・筋肉 一 さわる、 テープを

貼る、太さを計る
・関節 一 伸ばす、曲げる

テープで固定する、

貼る

(用 具 、 器 具)
・紙 テ ー プ ・布 テ ー プ

・ゴ ム チ ュ ー ブ ・重 い もの

。ストップウオッチ ・ビデオカメラ

・メ ジ ャー ・ボ ー ル

② 運動を持続するためのしくみ

ア<走 る>

1馨;階 等
走 った後に血圧を測定 し、血圧値を比

較 してみる。

イ 〈跳ぶ〉

リズムにあわせて、どのくらい持続 し

て跳

/る か確かめる.♪

齢ヂ リ葡 せz.万

何秒間跳べたか、それぞれ測定する。

ウ 〈投げる〉

バスケットボールを連続で投げた後の

呼吸の状態を確かめる。

1

1回 だけチェス トパスする。

10回 連続チェス トパスする。

/

それぞれパスの後にふうせんをふくら

ませて大 きさを比較 してみる。

肺

エ 〈持つ〉

重たい物を長い時間持ち、心臓の働き
を確かある。
1

机など重い物を3分 程度同じ体勢で持

;論o垂
重い物を持っ前 と比較する。

・脈 拍 数 を計 って み る。

・呼 吸 数 を計 って み る。

・血 圧 を計 って み る。

・繰 り返 しの 運 動 を 行 って み

る。

(用 具、 器 具)
・肺 活量 計

・血 圧計 ・ふ うせ ん

・聴 診 器 ・ス トップウオ ッチ

・体 温計 ・短 縄 跳 び

③ 運動を調整するためのしくみ

ア 〈走る〉

走 り方を、いろいろ変えて走ってみる。

y

ふっ うに走る。手を振 らないで走る。

膝を曲げないで走る。後ろ向きで走る。

↓

それぞれ50M走 の タイムをとり、比較

して統計をとる。

、

r_
!

イ 〈 跳 ぶ 〉

タ イ ミ ング を変 え て、 跳 ぶ方 法 を確 か

あ る。

y イチ ニ サン

バ レー ボ ー ル の ス パ イ クの助 走 を1

拍 子 、2拍 子 、3拍 子 … … タイ ミン1・2・3

グを 変 え て 、 打 って み る。

↓

そ れ ぞれ の高 さ や タ イ ミン グを 確 か め る。

ウ 〈投げる〉

野球のボールを正確に投げるコッを確

かめる。

↓

踏み込む足を変える、「気を付 けJを

する、肘を曲げない、片目を閉 じる。

↓

それぞれの方法で正確にボールを投げ

られるか確かめる。

エ 〈歩 く〉

平均台で歩 くバ ランス感覚を調べる。

↓

享犀講 醜、、 傘 ＼
3回 その場で回る。

↓

それぞれ平均台を歩いたタイムを測定

し、統計をとる。

・目で 見 て

・音 を 聞 いて

・反 応 を みて

・タ イ ミ ング

・バランス ・動作の順序

・片目で ・回って

・左手で ・声出して

・上半身と下半身

(用 具 、 器具)
・ス トップウオ ッチ

・メ ジ ャー

。メ トロノ ー ム

・カ セ ッ トデ ッキ

・ビデ オ カ メ ラ

『

1
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② 実験学習の実践例

1運 動 を 力 強 く、速 くす る し くみ 2運 動 を持続 す るしくみ 3運 動 を調整す る しくみ

基本動作 くみ

る

騰る

走

「走

鉗1

L≪

1

2

的(何 のしくみを確かめる実験か) 内 容(実 験のくわしい中味) 方 法(動 きのしくみの確かめ方)

短距離走のスター トは筋肉のどこを使 っているか

三 『 ・一 一 一 ・一 ・一

1齢 姿多㌶ 竺 ≡望 塑 亜 窒匹歪≒一一 一

繭 噺 藤 一一 『一一『}噛 白を禰 ・

足の回りにテープを貼 り、切れ具合を調べる

走 った後の心臓の働きを調べる 走る前と後に血圧を測定する

走った後の肺の働きを調べる

謹
OM、200M走 の心臓の働きを調べる

く走る、長 く走る

うせんの大きさを比較する

…}一 『}一 「 価赫
影 禰 禰癒 菰季 臨 瓦 ・で走証 膝を曲而 いで走る

1

　 　

その場で、助走つけて、膝を曲げる、曲げないで垂直跳びをする

メ トロノームの リズムに合わせて縄跳びをする

一一『 廊 爾
さを測定する

拍を測定する、タイムを測定する

鎧
り高く跳べる方法はどこの筋肉を使うか

総 雛
ズムに合わせて縄跳びが何秒できるか

跳びの跳び方によって疲れるか

}『 儀
イムを測定する

時間を決めて、縄跳びをする 跳び前後に体温を測り比較する

投げる

嚥 嚢 鱗無講 藩　一
権
を曲げない、手首を使わない、助走をっける、直立で、投げてみる

(笑、怒、澁)声(大 声、無言、怒 り、笑い)で 投げる

げる角度を変えて投げる

跳ぶ前と跳んだ後に脈拍を測定する
遠 くに投げるときのコツを調べる

耳辱 饗識 警諜 鑑 ア ー 一一
投げた距離を測定する

概 瓦 匿 げる平衡感覚を調べ・

投げる

疫砺 コτ

距離を測定する

τヰ嘉講霧鶉蕪 烹F 距離を測定する

巨離を測定する

… 一一 一一一一 騰 肇藩 薫 篶嚢棄誌 『
巨離を測定する

.2二?_lI._に ニヒニ里 茎ゴ.毯 趨 ったときどこの筋肉を使 う

轟叢i欝舞難驚欝 鶏繋;壽

跳ぶ方向を調べる(ま っす ぐに跳ぶ方向)

腕の回りに紙テープを貼 り、切れ具合をみる

壁塑 塑 」 塑 些蝕竺塗二L琶2茸 二璽 豊 型__+迷 弛と宏 些`塑 堕置坐 ___

麹
歩く3

鷹籍 窺蕪 砺癬一 薫}}幕 雛 霊 震譲嘉==二=禁 蕪 進むタイ。を調べ.

難一2!

す わ

1

人間の歩 くときのバランス感覚をっかむ

どの体勢の時にどこの筋肉に力が入るのか

ユ訓

降 り3

曲 げ3

回 る3

ぎ王1
伸びるll

座 ったときの筋肉の様子を調べる

持つ どれだけ艮く持っていられるか

高いところから降りた時の衝撃を調べる

、所から着地 したときの脈拍を計測する

軟性を調べる

plの平衡感覚を調べる

一ルをとるバランスを調べる

}一 曙 撫 雛 響
轟幕磐L三 糠 善葦鐙薯濾一面

二擁 饗 難 墾壷藝ヨ灘鐘灘1難

ボールを投げて、相手がとるか調べる(声 かけの有無)

伸 びているときの筋肉を調べる

灘灘欝 葬一… 瞬難難lll難警
相手にボールを投げてみる(声 をかけたとき、かけないとき)

自分で伸びているまたは、ぶ らドがって伸ばしている(そ の違い)

声かけによって、どうなるか

それぞれの身長を測定する



(10)本 時 の結 果 と考 察

① 結 果

・生 徒 一 人 一 人 が 自分 の課 題 を も ち、 目的 意識 を もって課 題 の解 決 の た め の 実験 的 な 学

習 に取 り組 む こ と に よ り、 意欲 を 引 き出 す こ とが で きた。

・男 女 共 習 の グル ー プ別 の学 習形 態 を と る こ と に よ り、 互 いの特 性 を 理解 し、 課 題 の 解

決 の た め の実 験 的 な学 習 が 合理 的 に行 わ れ た。

・グル ー プ学 習 に よ り、 互 い に協 力 し助 け 合 い、 生 き生 き と活 動 す る中、 豊 か な人 間 関

係 の育 成 が 図 れ た。

・学 習 ノー トを活 用 す る こ とで、 どの よ うに グル ー プ の学 習 計 画 を立 て れ ば よ い の か 見

通 しを もつ こ とが で き、 調 べ学 習 ・実 験 的 な学 習 に意 欲 的 に取 り組 む こ と が で き た。

・学 習 資 料 の提 示 の仕 方 を工 夫 す る こ とで
、 生 徒 の 「や って み た い」 とい う気 持 ち が 引

き 出 され 学 習 内容 の工 夫 が見 られ た。

・調 べ 学 習 に よ り、 事 前 に 「運 動 の し くみ」 の知 識 ・理 解 が広 が り、 生 徒 一 人 一 人 の課

題 に応 じた学 習 を通 して、 楽 しみ な が ら実 験 的 な学 習 を進 め る こ とが で きた。

・学 習 の 進 め方 、 資 料 、 毎 時 間 の記 録 を一 冊 の学 習 ノ ー トと して ま とめ活 用 した こ とに

よ り、 合 理 的 な学 習 を進 め る こ とが で き た。

・課 題 に対 す る話 し合 いが で き た こ とに よ り、 実 験 的 な学 習 の意 義 が 分 か り、 集 中 した

学 習 へ の取 り組 みが で き た。

・実験 的 な学 習 の た め の用 具 の使 い方 を事 前 に説 明 して い た た め、学 習 が 円滑 に行 われ、

豊 富 な 活 動 量 に よ り実 験 の 資 料 が 多 く得 られ 、 生 徒 一 人 一 人 の課 題 に応 じる こと が で

きた。

② 考 察

・ 「学 習活 動1」(調 べ 学 習)の 段 階 を3時 間 と り、 「運 動 の し くみ 」 につ いて グル ー プ

で課 題 を設 定 して調 べ学 習 を した こ と は、 「学 習 活 動II」(実 験 的 な 学 習)の 段 階 に進

む た め の導 入 と して重 要 で あ る。

・施 設 ・設 備 ・用 具 の面 で そ れ ぞ れ の学 校 にお け る現 状 と諸 条 件 を 検 討 し
、安 全 に留 意

しな が ら生 徒 一 人 一 人 の課 題 に応 じた 支援 の仕 方 な どを一 層 の 工 夫 す る必 要 が あ る。

・1グ ル ー プ の人 数 は、 役 割 分 担 と学 習 の効 率 な どか ら、3～5人 位(実 験 者 ・測 定者 ・

記 録 者)が 適 当 で あ る。

・男 女 共 習 に よ る グル ー プ学 習 の形 態 は、 互 い の よ さを発 見 し、 自分 を見 っ め 直 す こ と

に気 付 くほ か、 補 助 や助 言 を し合 い な が ら豊 か な人 間 関係 を は ぐ くむ手立 て と もな る。

・生 徒 が 実 験 的 な学 習 を進 め るに 当 た って
、 自己 の能 力 ・適 性 等 を正 し く理 解 し、 自己

にふ さわ しい課 題 を見 付 け るよ う、 教 師 の具 体 的 な助 言 が大 切 で あ る。

・学 習 ノ ー トは 内容 を工 夫 し、 分 か りや す く、 手 軽 に記 入 で き る もの と す る と同 時 に 、

自 己評 価 を的 確 に行 い、 そ の評 価 を生 か した学 習 活 動 が展 開 で き るよ う配 慮 す る こ と

が 大 切 で あ る。

一23一



研究のまとめと今後の課題

1研 究 の ま とめ

生 涯 体 育 ・ス ポ ー ッの基 礎 づ く り とな る 中学 校 保 健 体 育 の学 習 にお い て 、[生 き る力]を

は ぐ くむ た め に、 生 徒 た ち が 自 ら学 び、 自 ら考 え る学 習 活 動 を展 開 す る ことが 求 め られ て い

る。

そ の た め に、 生 徒 一 人 一 人 が興 味 ・関 心 、 能 力 ・適 性 等 に応 じて 、 自 ら課 題 を 設 定 し、 解

決 に 向 け工 夫 す る よ うな主 体 的 な学 習 を推 進 す る こ とが 重 要 で あ り、 本 研 究 で は、 特 に 、

「課 題 の もち方 と解 決 の仕方 の 工 夫 」 「学 習 過 程 の工 夫 」 の2点 を中 心 に、 研 究 を進 め た。 そ

の研 究 の結 果 、 次 の よ うな成 果 が得 られ た。

(1)学 習 過 程 に お い て

・ 生 徒 自 らが学 習 内容 を選 択 し、 課 題 を見 付 け、 工 夫 しなが ら学 習 を進 め る こと で、 学

習意 欲 が高 ま った。

・ 学 習 資料 を例 示 した こ とに よ り、 生 徒 自 らが学 習 計 画 を立 て 課 題 の解 決 を図 る学 習 活

動 が 円滑 に進 む よ う にな った。

・ 陸上 競 技 に お い て、 自己 の課 題 に合 った評 価 項 目 を工 夫 す る こと は、 次 時 の課 題 が 明

らか にな り、運 動 そ の もの に興 味 ・関心 を抱 くな どの 内発 的動 機 付 け とな り、 意 欲 的 に

学 習 に取 り組 む よ う にな った。

・ 体 育 に関 す る知識 の学 習 にお いて 、調 べ学 習 や実 験 的 な学 習 は、 生 徒 の主 体 的 な活 動

とな り、興 味 ・関心 を抱 くな どの 内発 的動 機 付 け とな り、 意 欲 的 に学 習 に取 り組 む よ う

にな った。

② 男 女 共 習 に よ る グル ー プ学 習 を通 して 、仲 間 と共 に協 力 し合 い、 教 え合 い や、 認 め合 い

な どの 態 度 が育 成 され た。

(3)オ リエ ンテー シ ョ ンを綿 密 に行 う こ とに よ り、 生 徒 自身 が学 習 活 動 に見 通 しを も って参

加 で き る よ うにな った 。

(4)VTRの 活 用 は、 課題 の 発 見 と課 題 解 決 の た め に有 効 で あ り、 学 習意 欲 や興 味 ・関心 を

高 め る の に有 効 だ った。

(5)テ ィー ム テ ィー チ ングを 実 施 す る こ とで 、 きめ細 か な 支援 を行 う こ とが で きた 。

2今 後 の 課 題

(1)生 徒 自 らが 学 習 計 画 を立 て や す くす るた め に、学 習 資 料 の 工 夫 ・改 善 の必 要 が あ る。

(2)生 徒 が よ り主 体 的 に学 習 活 動 を展 開 で き る よ う、 用 具 や 場 所 の工 夫 ・改善 の必 要 が あ る。

㈲ 「陸 上 競 技 」 にお いて は、 「自己評 価 」、 「課 題 」 及 び 「学 習 計 画 」 に適 切 な っ な が り を

もて る よ うに生 徒 へ の支 援 の 内容 を検 討 す る必 要 が あ る。

(4)「 体 育 に関 す る知 識 」 にお いて は、 「実 験 に よ って何 が 明 らか に な った の か 」 を 明 確 に

す る た め、 生 徒 へ の支 援 の内 容 を検 討 す る必 要 が あ る。

(5>テ ィー ム テ ィー チ ングで は、 教 師 の役 割 分 担 や 支 援 の ポ イ ン ト等 を 実 践 的 に活 用 で きる

よ う工 夫 ・改 善 す る必 要 が あ る。

(6)生 徒 の活 動 が 広 範 囲 にわ た る た め、 よ り安 全 面 の工 夫 を図 る必 要 が あ る。

(7)「 体 育 に関 す る知 識 」 において は、 「運 動 と心 身 の働 き」 と 「体 力 の測 定 と運 動 の練 習 」 の

2っ の単 元 の学 習 を進 め る上 で、2年 間 を見 通 した多様 な指 導 計 画 の工 夫 をす る必 要 があ る。
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